










Bio-chemical studies for Improving Health: 
(1) An Elementary Knowledge of In飴rferon,Irr阻 IID<泡ntibooy.
田所哲太郎
Tetsutaro Tad<北wro
Chloroplast 聞のElectron転位が光合成（炭水化物 ）を行う。乙の際 Carbodimide （癌
毒） Iとより阻止される。このとき癌毒と結合する lnterferonまたは Immunoantil:x>dyなる膜
酵素により免疫（抗癌）されるのは， Electrical PotentialがThylakoid膜を光により通過
すると同一であろうと P.Gruberらが述べた。 Immunoglobuliriの側鎖lζm-RNAが群集する
こと I. Schechterらがみた。かく Antibodyは Immuno globulins表面に Antigenを集めると、
T. Ve .Milinらが述べた。かかる膜酵素の性質が生物長寿 （0 Id) I乙至ると Turnover（混舌L)
すると T.M.Specterが述べた。Turnoverを yo沼恵生物のもので補給するのが田所健康食で
ある。若き生物体で lmmunoantilx吻合成の差異を温度差で変るこ と，同一土壌の温室と
室外との里芋の粘液量差でみた田所である。 F.Itoら蛙 Spindle申の lntrfusalMuscle fiber 
と， afferent nerve ( Muscle I ike protein ）とのElectrical coup! ing につき報告した。
M.G. Caronらは Temperatur宅 lmmutabilityof adenylcyclase couplined B-adenergic rece-
pters を述べた。これを田所は里芋の栽培温度で確認した。また田所は秋田森岳湖面のジ
ュンサイの穂先の粘液が，初春よりも夏季に粘度高く固体様に変わることを確認した。ま
た鮭の血液中タ ンパク TurnoverrateをNature( 19 7 4. vol. 2 4, 4 5 2・96 6 ）で述べたo
F. Ito, N. kanamoriらは蛙spindle申 lntrfusalMuscle fiberとafferentnerve ( Muscle li-
ke protein）との electricalcoupling につき報告した。M.G.Caronらは， Tempera tu陀 lm
muntabi lit y of adenyl cyclare coupli暗 号dB-adenergic recepters を述べたことを参考とし
て，田所は高温度による里芋の粘液タンパク合成量の高まることをみた。温室と戸外地と
のものの聞に，粘度 20～ 30%の差異をみた。 又前述のようにジュンサイ穂先粘液の春
より夏期lζ高まり半固形を呈し，又鯉の体内タ ンパクの生合成血液中i乙夏期には入り，サ
ナギを飼料とせしものに最高量の生成をみている。また生きアワビ粘液（糖タ ンパク ）の
生合成を 38° 0 6時間インキュベー トで最高量を採集することが出来た。 納豆菌粘液の分
泌は， 菌発育高温圏でのインキュベー卜によ って行われ， 多量採集される。昆布粘液Al-
gin酸，マンノウ ロン酸は 35°0温水中，数時間で採集する。
水揚げ後 48時間生命力を有するアワビ貝膜肉を細切し，（ ウニ卵，ナマコなども同様）
膜酵素 （Interferon, Immuno血 tibo々 同効力 ）粘液の分泌には，刺激剤として， Polycar-
2 回所：健康のための生化学的研究
boxylate （生体申の有機酸） Virus菌類には， Poly-uridin, Poly-cytidinとNacl,glue輔












血液ヘモグロビン（ Fe ）同様， Cytchrome神経細胞より呼吸酵素として採集され，生理
効果をあげる。この点葉緑素の生理効果はキャベジ ンにも類する。
(2）膜酵素粘液による抗体Antibody力価とPolycarbohydrate





drate, mむllOse, g a lactose , Phamunoseなど Polycar加，hydrate の種類によって Uron酸の生












Electrical Potential across the thyla』roidmembraneは，永続光線で引き起すと報告する小島
氏（ 1 9 7 3化学と工業）イカ神経組織酵素の活性発現を， Caの結合酸性タンパク（分子






nose saccharideが Inmunoglobulineと同様Algin酸の補血剤として効果をみている。 Peni
cillium lζgalacto furanosil核がみられ，食菌作用の白血球膜酵素には ComplexCarbohydra-
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私の人生哲学
My Philosophy of Life 
田所哲太郎
Tetsutaro Tadokoro 
1. 私の生涯
秋田域下町に生れ， 18才の時は日露戦争最中で青函連絡も不自由で露艦の砲げきを恐
れ，燈火を消し室蘭港l乙密行した。札幌の北大に入学した。札幌に住居すること約 80年，
その間，北大，学大（教大）畜大に公務員として働き， 77才で自由の身となり，伊豆で自
然健康食研究所に北大の若い大学院学生三人とともに約 12年暮した。伊豆lζ来たのは長
男達雄逝去の地l乙愛着をもっていた。とくに私が 43才で妻（達雄の母）と別れ， 三児と
